
 

  

 

 

 

 
 
   
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  官 民 一 体 と な っ た テ ロ 対 策 
 当ネットワークでは、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、協議会や広報
啓発活動を自粛しており、再開に関しては、感染状況を見極めつつ慎重に検討してい
ます。 
 当面の間、皆様と接触せずに情報提供を行わせていただきますので、引き続き、テ
ロの未然防止に向けた御支援、御協力をお願いいたします。 

 世界的な新型コロナウイルス感染症拡大の状況下ではありますが、現在もテロ事件
は発生しています。 
 ＩＳＩＬ（注１）は、「対ＩＳＩＬ有志連合」参加国等に対するテロ、さらには刃
物、車両等を用いてテロを実行するように呼びかけ、その影響を受けたとみられるテ
ロ事件が発生し、我が国は参加国の一員として名指しされています。 
 さらにＡＱ（注２）については、米国及びその同盟国に対する戦いを標榜し続けて
おり、多くの米国権益を抱える我が国がテロの標的となる可能性は否定できません。 
 （注１）：Ｉｓｌａｍｉｃ Ｓｔate of Iraq and the Levantの略    （注２）：Ａl-Qaeda（アル・カーイダ）の略 

 最 近 の 国 際 テ ロ 情 勢 

テロ対策への意識向上と関係機関との連携 
 

  本年の対ISIL有志連合参加国におけるテロ発生状況 

  ♦ 2020年６月20日（土） 

    英国南部のレディング公園で、リビア出身の男（25）が刃物で市民を相次いで襲撃、３人死亡し、 

   ３人が負傷したもの。警察は同男を逮捕しテロ事件として捜査。 

  ♦ 2020年４月27日（月） 

    フランス首都パリ北郊のコロンブで、同国人の男が、路上で取締り中の警察部隊に車両で突入、 

   警察官３人が負傷したもの。逮捕された同男はISILのために実行した旨を主張したほか、車両内 

   からISILに忠誠を誓うなどと記載した書簡及び刃物を発見。 

 我が国においても、宇都宮連続爆発事件、原宿竹下通り車両突入事件、新幹線内で

の焼身自殺又は殺傷事件等のテロ類似事案が現実に発生しています。 

 テロ対策への意識を高めるには、会社組織で従業員全員がテロ情勢等についての危

機意識を共有し、組織全体としてテロ対策に取組むための態勢を構築することが大切

です。 
 たとえば、テロ等各種事案に応じた対処 

マニュアルの整備、定期的な訓練、不審者 

発見時の連絡、コロナの状況を踏まえた対 

応要領等になります。 

 不審者発見の着眼点を参考に「あやしい 

な」と感じたら、迷わず警察への通報をお 

願いします。  

不審者発見の着眼点 

○ 車両乗車による長時間駐車等 

○ 短時間で繰り返し同じ場所を通過 

○ TPO にそぐわない服装等 

○ 電車、バス内に荷物を置き去る等 

 


